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＜プロフィール＞
経済産業省、プライスウォーターハウスクーパース（PwC）等を経て、2015年4⽉より福岡地域戦略推
進協議会（FDC）事務局⻑。
アビスパ福岡アドバイザリーボード（経営諮問委員会）委員⻑、Future Center Alliance Japan
（FCAJ）理事、九州⼤学科学技術イノベーション政策教育研究センター（CSTIPS）客員教授、九州⼤
学地域政策デザインスクール理事、九州経済連合会⾏財政委員会企画部会⻑等を歴任。中央省庁や地⽅
⾃治体の委員など公職も多数務める。

著書に「超成⻑都市「福岡」の秘密 世界が注⽬するイノベーションの仕組み（⽇本経済新聞出版）」。

2021年10⽉、世界経済フォーラムと国際官⺠連携ネットワークによるAgile 50として「破壊的変⾰を
導く世界で最も影響⼒のある50⼈」に選出される。

⾃⼰紹介
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福岡地域戦略推進協議会（FDC）とは

出典︓https://www.fukuoka-tosiken.jp/about/index.html
（注）福岡都市圏広域⾏政推進協議会の対象エリア

n 産学官⺠の事業創出プラットフォーム
• 福岡地域戦略推進協議会（Fukuoka D.C.）は、福岡の新しい将来像を描き、地域の
国際競争⼒を強化するために、地域の成⻑戦略の策定から推進までを⼀貫して⾏う、
産学官⺠⼀体のThink＆Doタンクです。福岡都市圏を核として、九州、さらには隣
接するアジア地域との連携を図り、事業性のあるプロジェクトを推進しています。

• 設⽴︓2011年4⽉
• 会員︓223（2022.3.31現在）

⁃ 正会員 149
⁃ 賛助会員 67
⁃ 特別会員 7

⁃ ⾃治体 10
› 福岡県、福岡都市圏広域⾏政推進協議会
› 福岡市、福津市、宗像市、⼤牟⽥市、飯塚市、
久留⽶市、広川町、⿃栖市、⼩城市、宮若市

⁃ 組織
› 会 ⻑︓九州経済連合会名誉会⻑
› 副会⻑︓九州⼤学総⻑
› 副会⻑︓福岡都市圏広域⾏政推進協議会会⻑
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リビングラボ（Living Lab）を通じた
ユーザー共創による地域づくり

1．リビングラボ（Living Lab）とは

2．FDCにおけるモビリティ関連の取り組み

3．地域のニーズにモビリティがどう応えていくか︖
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リビングラボ（Living Lab）
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⾃治体 企業

中間⽀援組織
（⼤学・NPO等）

市⺠
as
⽣活のプロ
課題の当事者

市⺠参加型の共創活動

製品・サービスの
モニターとしての役割

製品・サービスを
共創するパートナー
としての役割

⽣活者が２つの役割を果たすことによって、
より満⾜度の⾼いサービスや製品を世に⽣み出していくことが期待できる

Living Lab Process

企画

探索

実験

改善

評価

⾃治体 企業

中間⽀援組織
（⼤学・NPOなど）

市⺠
＝⽣活のプロ
＝課題の当事者



リビングラボにおける各者の役割とメリット
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⾃治体 企業

中間⽀援組織
（⼤学・NPOなど）

市⺠

役 割
・施策の⽅向性や
課題の提⽰

・関連施策との連携 など

メリット
・地域課題の発掘
・解決策の獲得
・担い⼿の育成 など

役 割
・サービスの実現化
・⼈材・資⾦などの
リソースの提供 など

メリット
・潜在的ニーズの
掘り起こし

・消費者満⾜度の⾼い
サービスの開発 など

役 割
・⽣活者・当事者として
の視点で気づきの提供

・課題探索や解決策検討
・サービスの検証 など

メリット
・⽣活の質の向上
・社会参画 など

役 割
・対話の調整
・議論のファシリテート
・アイデアの評価
・プロジェクトの
進捗管理 など

n 産学官⺠がそれぞれのリソースを提供し、課題を解決するための施策や事業、
製品・サービスを共に創る（共創）



リビングラボのプロセス
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市⺠の気づきを起点とする、実⽣活に根ざした共創活動

出所︓⾚坂⽂弥，⽊村篤信︓社会課題解決に向けたリビングラボの効果と課題．学会誌サービソロジー，５巻３号，pp,4-11，2018．

特徴 1︓仮説探索型のアプローチ
マルチステークホルダーで共に仮説探索を⾏う活動である

特徴 2︓⽣活者との対等なパートナーシップ
⽣活者を製品・サービス開発の対等なパートナーとみなす

特徴 3︓実⽣活環境での活動
アイデアを⽣活者の実⽣活環境で繰り返し検証・改善する実験的な活動である

特徴 4︓関係者による相互学習の場
関係者が課題や解決策に関して学習する場である

特徴 5︓コミュニティとの連携
⽣活者のコミュニティと連携して製品・サービス開発を進める

出所︓⽊村 篤信︓リビングラボの可能性と⽇本における構造的課題, 調査資料2020-6 国⽴国会図書館調査及び⽴法考査局, 2021



世界に400のリビングラボがあるといわれている
n リビングラボは、2000年代から欧州、特に北欧にて発展
n 2006年に「European Network of Living Labs（ENoLL）」が設⽴され、欧

州を中⼼とした約150以上のリビングラボが加盟、ノウハウの共有なども進む

ICT

エネルギー

まちづくり

医療

社会保障

レジャー

etc

出所︓ENoLLウェブサイトを抄訳
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国内でもリビングラボが増えてきている
n 国内では2010年頃からオープンイノベーションの⼿法として注⽬
n 2015年頃から、リビングラボを冠した組織・プロジェクトが始まっている

⼤阪万博2025
「Peopleʼs Living Lab」

鎌倉リビングラボ
（⾼齢社会共創センターほか）

岡⼭リビングラボ
（岡⼭⼤学）

出所︓各種HPよりFDC作成
参考⽂献︓⽊村 篤信︓リビングラボの可能性と⽇本における構造的課題, 調査資料2020-6 国⽴国会図書館調査及び⽴法考査局, 2021

WISEリビングラボ
（東急ほか）こまつしまりリビングラボ

（徳島⼤学）

神奈川ME-BYOリビングラボ
（神奈川県）

松本ヘルスラボ
（松本市）

⼤牟⽥リビングラボ
（⼤牟⽥市,NTTほか）
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今何が起こっているのか︖〜技術のブレイクスルー〜

出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』
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消費者ニーズの理解の必要性

出所：経済産業省 産業構造審議会『「新産業構造ビジョン」一人ひとりの、世界の課題を解決する日本の未来』
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将来向き合わなければならない社会課題は
⼈⼝ボーナスでは解決できない
買い物難⺠

移動制約者

オールドニュータウン

交通渋滞

社会的な参画機会の損失
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⾰新的な技術で社会課題を解決していきたいが、
教科書や前例がない…
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既存法制度上の課題は何か︖
住⺠に受け⼊れられるのか︖

現場でニーズはあるのか︖
使い勝⼿は良いのか︖
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産学官連携に留まらず、社会の課題を解決するビジネスを創造するために、多様な⼈材と
域外の⼈材が共にイノベーションを⽣み出す取組みや、起業家やクリエーター、NPOなど
の多彩なコミュニティをベースに、活発に⾏われている活動を取り込む

市⺠⼒を成⻑の源泉に
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n 地⽅創⽣（壱岐市⽣涯活躍のまち/壱岐市）
移り住んだ⼈や市⺠が、⽣きがいを持ち、⽣涯を通じて健康で活躍できる “まちづくり” を⽬
指すプロジェクト。⼈⼝減少が進む壱岐市へ、移住者を地域の担い⼿・活⼒として呼び込み、
雇⽤の創出や地域の活性化を図る。

FDCによる市⺠共創/リビングラボの取り組み
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n 災害復興⽀援（朝倉ファムトリップ/朝倉商⼯会議所・⻄⽇本新聞社）
2017年7⽉九州豪⾬からの復興の取組として、福岡都市圏の⼥性・学⽣・外国⼈等を招き視
察および地域事業者とのワークショップを通じて、新たなビジネス創出につなげる。

FDCによる市⺠共創/リビングラボの取り組み

※画像提供：⻄⽇本新聞社



17© 福岡地域戦略推進協議会｜Fukuoka Directive Council

n フレイル予防（飯塚市･三井住友銀⾏･東京⼤学･福岡ソフトウェアセンター）
市⺠サポーターを中⼼とする市⺠主体のフレイル予防活動に、ソーシャル・インパクト・ボ
ンド（SIB）のスキームで⺠間資⾦を活⽤し、多⾯的な効果を可視化。

FDCによる市⺠共創/リビングラボの取り組み



リビングラボの導⼊・運営における留意点
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ü 課題の「⾃分ごと化」
市⺠⼀⼈⼀⼈の⽂脈（これまでの経験や想い、課題意識）とリビングラボ
での検討内容を接続することで、市⺠の共感と理解・当事者意識を醸成

ü 適切なテーマ設定
政策分野や事業区分にとらわれず、市⺠が実⽣活や実体験に
基づいた多⾯的な課題提起やアイデア検討ができる場を⽤意

ü 仮説の提⽰による円滑な合意形成
産官学⺠の多種多様な価値観や意⾒が持ち寄られるため、
中間⽀援組織が中⽴的な⽴場から論点や仮説を提⽰し合意形成を⽀援

ü ⾃⾛を⽀える仕組みづくり
リビングラボを通じて構築された信頼関係（コミュニティ）を
ビジネスの⾃⾛（社会実装）の基盤とする

Living Lab Co-Creation Process

企画

探索

実験

改善

評価



2．FDCにおけるモビリティ関連の取り組み

― モビリティをどう捉えるか︖
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Fukuoka Smart East PoC Program
n 地域の課題解決につながるソリューションは様々にあり得るため、PoCを通

じて、社会受容性を確認し、ニーズを顕在化させる
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Bird（2019.8） Lime（2019.9）

Perceptin（2019.9） ポンチョ（2019.11） ARMA（2021.3）



Fukuoka Smart East PoC Program
n 社会課題解決に向けたソリューションを住⺠と共創している
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九州⼤学AI運⾏バス［スマートモビリティコンソーシアム］

n ⼤学キャンパス内のモビリティサービスについて実証を重ね、実装へ⾄った
• 2016年より九州⼤学と福岡市、NTTドコモら⺠間企業によって設⽴したスマート
モビリティ推進コンソーシアムの⼀環として⾃動運転バスの実証実験に取り組んで
きた結果、2019年にAIを活⽤したオンデマンド運⾏バスの本格商⽤導⼊に⾄った
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https://www.youtube.com/watch?v=Mjb0_CSkXPM

2016〜 実証 2019 社会実装



⼩城スマートICを活⽤した地域づくり
⼩城スマートIC開通（H30.3.31）をきっかけに、⾼速道路を活⽤した魅⼒ある動線づく
りと拠点づくり、それを活かした「豊かで活⼒ある地域づくり」に向けて取り組む
→ 送客から拠点づくりまでを市⺠と共創する仕組みづくり

l 新設された⼩城スマートICは、⽇平均交通量が約900台で利⽤されており、開通以
降徐々に増加している。更に認知度が上がれば利⽤者が伸びるポテンシャルがある

l FDCとの連携により福岡都市圏から⼩城市への送客を⾏い、⾞を軸にした動線づくり、
地域資源を活かした商業や観光を提供する

l 個性ある地域や⼩さな拠点を道路ネットワークでつなぐことで、広域的な経済・⽣活圏
の形成を促進する
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画像出所：⼩城市プレスリリース



出所︓おぎなう http://oginow.sagasubanta.com/tokusyu/livinglab/

⽵下製菓（株）「トラキチ君シェイク」 （株）友桝飲料 ⼩城市VR体感ラムネ「おっ!ぎ」

佐賀冷凍⾷品（株）「おぎにり」 みつばや⼩城⽺羹製造本舗「ogi cube」

⾼速道路SA等で販売 テレビ・SNSでも話題に
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出所︓⼩城式観光ビジョン https://www.city.ogi.lg.jp/main/39224.html

第1期:きっかけづくり/特産品開発⇒第2期:観光振興へ
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3．地域のニーズにモビリティがどう応えていくか︖
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デジタル交通社会の実現に市⺠の信頼獲得は必須
n 各地でスマートシティの実現に取り組まれているところだが、その実現においても特に課題と

して注視されているのは、データの利活⽤における市⺠との合意形成である。
n いかに技術的に優れたサービスであっても、その利⽤やデータ提供に市⺠の納得感が醸
成されなければ、市⺠に利⽤されず、結果、実現には⾄らない。

住⺠の意向反映はスーパーシティの要件の⼀つ

出所︓⾒直しが迫られるスマートシティ構想 -G20 Global Smart Cities Allianceの知
⾒-（世界経済フォーラム第四次産業⾰命⽇本センター⻑須賀千鶴）

出所︓「スーパーシティ」構想について（内閣府、令和３年３⽉）

Sidewalk Labsの撤退も合意形成の難しさが要因とされる
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実証実験・社会実験を通じたイノベーションの創出
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リビングラボ ＝市⺠視点で具体的な課題を⾒つけ、
解決の⽅策を⽣み出す
市⺠参加型の共創活動

リビングラボがもたらす価値
n ⾃動運転の導⼊が⽬的ではない
n 地域によって課題は異なり、モビリティの必要性も異なる
n モビリティ起点で政策を考えても、モビリティの域を出ないが、市⺠共創の

アプローチであれば、モビリティの価値を地域課題解決につなげられる
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地域のニーズにモビリティがどう応えていくか︖
モビリティのありかたを考える視点
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1 タッチポイントの⼀つとして
モビリティのありかたを捉える
ü 「⾃動運転バス」単独でのマネタイズは困難
ü ビジネスモデルが変わろうとしている中では、
ライフサイクルのタッチポイントの１つとしてモビリティを捉える必要



地域のニーズにモビリティがどう応えていくか︖
モビリティのありかたを考える視点
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2
広域的な視座で
モビリティのありかたを捉える
ü モビリティは⾏政区単位で構成されがちだが、実際の移動は
⽣活圏・経済圏単位で⾏われており、広域的に捉える必要

出所︓福岡都⼼再⽣戦略



地域のニーズにモビリティがどう応えていくか︖
モビリティのありかたを考える視点
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1 タッチポイントの⼀つとして
モビリティのありかたを捉える

2 広域的な視座で
モビリティのありかたを捉える

▶上記を捉える上で、リビングラボ＝市⺠共創の
アプローチは、モビリティの実装に有⽤なのではないか



おまけ
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需要創造に向けた福岡都⼼の将来像を描いた
n新たな価値を⽣み、⼈材を根付かせ、市場を広げる都⼼を構想
l イノベーション・アンカー
l 投資と⼈材を呼込むアメニティと個性
l ３エリアの個性化と連携

世界とつながる
ウォーターフロント

広域にサービスする
博多周辺地区

スタートアップを⽣み
出す天神・渡辺通

34© 福岡地域戦略推進協議会｜Fukuoka Directive Council 出所：FDC都市再⽣部会『福岡都⼼再⽣戦略』



都⼼再⽣戦略の策定と推進

• 官⺠連携での都市再⽣の⻑期戦略の策定と合意形成

• 関連する⾏政計画への要素の反映
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官⺠で協働しないと届かない領域

公/官

⺠

公平性
公共性
公共の福祉
シビルミニマム

• 官の⽬指す政策⽬標と⺠の事業意図は⼀致しない
• 官⺠のコミットメント/モチベーションの量も時間軸でズレる

収益性

⼈⼝減少下での
社会課題の解決
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産学官⺠連携の要点≒官⺠連携で陥りやすい課題・誤解
• 時間軸を考慮した関係者調整（ニーズアセスメント）

• 官⺠で制約条件がそれぞれ異なるため、熱量が最⼤化するタイミングが異なる
• お互いの制約条件を理解して、段階的に各者のニーズをマネジメントすることが必要

時間

熱量
コミットメント

⺠
予算制約
収益性

官
議会承認
公平性

スピード感に差があるけど、
みんなやる気で良いスタートきれた︕

⺠｜⺠間側は本気なのに、
⾏政が本気にならない︕

官｜せっかく調整したのに、
⾔い出した⺠間が引いている︕
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産学官⺠連携を成功させるには

企業の論理 地域へのコミットメント ⾸⻑のリーダーシップ

①産官学⺠の連携
②ソリューション
③社会実装(Do Tank)
× ×

• 産学官⺠が⼀体となり、企業の論理を超え、⾸⻑のリーダーシップにより地域
へのコミットメントを引き出し、社会課題の解決や新たな事業創出（スタート
アップ）を事業化する。

• ソリューションを社会実装まで⾏うことで、課題解決から成⻑までを⽬指して
いく。

（FDC最⼤の原動⼒） （FDC最⼤のブースター）
photo by 福岡市

①政策に関する提⾔
②政策に関する要望
③ネットワーク構築



ビジネスモデルの変化の必要性

出所：デジタル庁 第一回デジタル田園都市国家構想実現会議「デジタルから考えるデジタル田園都市国家構想」
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n 「共助」のビジネスモデルの確⽴が、地⽅にこそ求められている
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